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本論文では、都市に付随する文化や知識情報である「都市の記憶」を、保存・共有・交換するためのプラッ

トフォームを提案する。我々はこのプラットフォームの一つとして、GANCHIKU-MAP と呼ばれるシステムを開

発した。このシステムによって利用者は、インターネット上の地理情報データベースにアクセスし、かつて彼ら

が住んでいた場所、あるいは彼らの祖先が住んでいた場所に対する情報交換と知識共有を行うことができる。

このシステムのアーキテクチャは、利用者同士が協調的にアーカイブ構築を行うためのナレッジブルアーカイ

ブの概念に基づいている。本研究では、「都市の記憶」のフィールドとして、19世紀後半よりハワイ州ホノルル

市に存在した日本人街を取り上げた。現在、この街に関する記憶を持つ日系人の生存者は少なくなっており、

また町並みも変化しつつあるため、早急な記録とアーカイブ化が必要とされる。GANCHIKU-MAPから得られ

たこのような「都市の記憶」は、今後、都市の再生や文化の継承に大きな力を与えることが期待できる。
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１．はじめに

都市とは、空間的広がりを持つ文化や知識の集

約点であると同時に、歴史的文脈における文化や

知識の通過点でもある。本稿では、このような都市

という場に付随する文化や知識情報を、「都市の記

憶」と呼ぶ。「都市の記憶」には、道路や建物など

に関する客観的情報の他に、ある個人の思い出や

郷愁といった主観的情報が含まれる。これらの情

報は、それぞれの場のある時点において生成され、

都市の景観や人々の記憶として継承されていくも

のもあれば、時間と共に消滅していくものもある。景

観が大きく変化することで道路や建物に関する情

報の参照が困難になると、「都市の記憶」は、個々

人の頭の中にある認知地図（Cognitive Maps）に付
(1)

随する知識情報の集合体として記憶され、さらにそ

の後の個々人の生活や経験によって変化していく。

このような立場から、本研究では、「都市の記憶」

に関する客観的情報と主観的情報の双方を保存・

共有し、次世代に継承していくためのプラットフォ

ーム作りに取り組んでいる。このプラットフォームで

は、具体的に以下の３点の実現を目指している。

１）区画整理や再開発などによって消滅した客

観的情報を、地理情報データベース上に復

元・再構成する

２）上で構成された客観的情報を元に、個々人

の主観的情報を収集・保存する

３）都市全体としての記憶を再構成するために、

インターネットを介した協調的なアーカイブ構

築の場（ナレッジブルアーカイブ）を提供する
(2)

本稿ではまず、近年の都市研究を基盤として、

「都市の記憶」の概念について整理する。次に、市

民による「都市の記憶」の保存・継承・展開のため

の基盤として、ナレッジブルアーカイブの概念とそ

の実装システムを提案する。さらに、このシステムの

実験例として、米国ハワイ州ホノルル市における日

系人文化の記録と継承を行うための仕組みについ

て解説する。最後に、今後の課題と展望について

述べる。

２．「都市の記憶」とは何か

～保存の意義と方法について

ルイス・マンフォードによれば、都市の本質とは

「その形態自体によって人間の多くの活動を一箇所

に集中させ、これを象徴的に拡大して、人間の条件

と人間の展望との真の性質を、眼に見える形に表す

ことのできる力」であるという。さらにマンフォードは、
(3)

都市の第一条件として「時間的にも空間的にもさら

に広範囲に、またさらに多数の人びとに、都市化が

保存もしまた増加させるのを助けてもいる豊かな文

化的資産を分配することができる多面的な器でなけ

ればならない」とも述べている。つまり、都市は文化
(4)

や知識を集約する空間であり、歴史の時間軸にお

いては、常に通過点として存在するだろう。本稿で

は、このような都市という場に付随する文化や知識

情報を「都市の記憶」と定義づけたい。「都市の記

憶」は、それぞれの場において形成され、継承され

ていく。これらは新たな文化の創造をもたらすかもし

れないし、あるいは、消滅していくかもしれない。

ここで我々は、「都市の記憶」を大きく２つに分け

て捉えてみたい。「場所の記憶」と「市民の記憶」で

ある。「場所の記憶」とは哲学者エドワード・ケーシ

が定義づけた言葉である。ケーシは自著の中で

「それは、場所を安定的に存続させるための経験

のコンテナであり、印象的で忘れられない事柄に

力強く作用する」と述べた。都市が人間の生活に
(5)

おけるさまざまな機能を集約する場所であるならば、

「場所の記憶」は「都市の記憶」に欠かせないもの

であると考えることができるだろう。ドロレス・ハイデ

ンが「記念碑的な建築と同様、集会所、学校、住宅

といった一般的な都市の場所も、視覚的かつ、社

会的な記憶を喚起するだけの力を有しているだけ

にもかかわらず、公共の記憶にとっての普通の建

物の重要性はほとんど無視されてきた」と記してい
(6)

るように、「場所の記憶」において中核ともいえる建

物の多くは消失している。

「市民の記憶」は都市に住んでいた人々の身体的

な記憶に置き換えることもできるだろう。映画を見た、
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プランテーションで働いた、学校に通った、などはす

べて身体的な記憶である。当然のことながら、これら

はすべて場所と深く関わっている。したがって、「都市

の記憶」はそれ自体が空間的な巨大な「場所の記憶」

であるのだが、これらは映画館、学校、職場といった

様々な「場所の記憶」と、そこで体験された様々な「市

民の記憶」によって形成されているものと考える。

本研究でとりあげるハワイ州ホノルル市に存在し

ていた日本人街は、いまや消えゆくひとつの「都市

の記憶」である。このような「都市の記憶」を再生す

ることにはどのような意味があるのだろうか。ケーシ

は「さらに、（場所の記憶は）それ自体が過去を取り

戻し、残すことができる」と述べている。例えば、町
(7)

にあった映画館や、旅館の写真は、失われた「場

所の記憶」を再生する上で、補完的な役割を果た

すことが期待できるだろう。これら写真等の資料の

デジタルアーカイブという試みは、単に資料をアー

カイブするだけではなく、都市再生という未来も担

うことになるのではないだろうか。

ケヴィン・リンチは「保存とは、予測の困難な長期

的な未来に思いをめぐらして、そのような未来にお

いて重要性をもつと思われる資源を現在の時点で

維持することである」と説いた。このことは、デジタ
(8)

ルアーカイブが、未来の都市再生のための重要な

資源を提供するものとして、より正当化された意味

を持つことを端的に表しているものと考える。「市民

の記憶」の保存と再生には、オーラルヒストリーの蓄

積が必要となるだろう。大都市がコミュニティレベル

の住民参加を必要としているように、失われた「都
(9)

市の記憶」にもまた、住民の参加が不可欠である。

写真や地図のデジタルアーカイブという「場所の記

憶」の再生は「市民の記憶」を得るという過程を踏

むことによって「都市の記憶」の再生として、確実に

保存と継承への道を開くことになるだろう。

３．「都市の記憶」の共有プラットフォームと

してのナレッジブルアーカイブ

３．１ 「場所の記憶」とデジタルアーカイブ

一般にデジタルアーカイブとは、「有形・無形の文

化資産をデジタル情報の形で記録し、その情報を

データベース化して保管し、随時閲覧・鑑賞、情報

ネットワークを利用して情報発信」する活動である。
(10)

近年、都市や特定地域という「場所の記憶」に関する

コンテンツを、その地域の行政機関や博物館などが

デジタルアーカイブ化し、インターネットで公開する

活動が展開されている。日本国内における活動の主

なものとしては、「京都デジタルアーカイブ推進機構」
(11)

の取り組みが挙げられる。京都は、日本の歴史と文

化の創造の舞台であり、学術や産業、芸術などの膨

大な情報と記憶が、京都という場所に伝承されてき

た。この機関では、これらの情報と記憶をデジタル技

術によって保存継承しようとする試みを行っている。

具体的な成果として、京都図鑑、二条城プロジェクト、
(12) (13)

歴史文化映像プロジェクトなどがインターネット上で
(14)

公開されている。また、「石川県新情報書府」では、
(15)

かつての加賀藩で培われた様々な文化芸術活動の

デジタルアーカイブ化と公開を行っている。同時に

この活動を通して、「世界に開かれた人・もの・情報

の交流拠点づくり」という発想に基づく都市の再活

性化を推進している。海外では、「ドイツ連邦共和国

歴史館」が、インターネット上でベルリンの壁の崩壊
（16)

をモチーフにした東西ドイツの戦後史に関する風刺

漫画を展示している。米国では、1887年にD・A・サン

ボーンが始めた the Sanborn Map Company によっ

て、米国の各都市における区画や道路の情報が

「Digital Sanborn Maps」として蓄積されている。現在1

万2千を越える米国内の都市に関する歴史的情報が

蓄積され、学術機関等で利用されている。また「デジ

タルシティプロジェクト」は、世界中の「都市の記憶」
(17)

に関するデジタル化を行うと共に、それらをインター

ネット上で公開し、相互に接続することで、仮想的な

都市ネットワークの構築を目指している。このように、

「場所の記憶」を蓄積・継承する基盤としてのデジタ

ルアーカイブは、インターネット技術の展開によって、

「場所の記憶」の「連携」の場に変貌しつつある。

３．２ 「都市の記憶」とナレッジブルアーカイブ

上で述べた様々なデジタルアーカイブの取り組

みは、「都市の記憶」の中で、「場所の記憶」を蓄積
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・継承する基盤と、それらの知識情報の連携手段を

提供する。これらの取り組みにおけるデジタルアー

カイブ構築のプロセスでは、最初に研究者や郷土

史家などの対象領域の専門家（ドメインプロフェッ

ショナル：DP）が一次情報を提供し、次に、デジタ

ル化・アーカイブ化の専門家（コンテンツデザイナ：

CD）が、ドメインプロフェッショナルの知識を元に、

データの収集整理、デジタル化、及びWeb上での

公開作業を行う。最終的に、コンテンツデザイナの

デザインコンセプトに従って提供される作品や付随

する知識を、コンテンツに興味を持つ一般利用者

（コンテンツコンシューマ：CC）が利用する。つまり、

このプロセスにおける知識情報の流れは、ドメイン

プロフェッショナルからコンテンツコンシューマへの

一方向に限定されている（図1）。このようなデジタ

ルアーカイブの構築プロセスにおいても、「場所の

記憶」を蓄積・継承するという目的は十分達成され

ている。

しかし「都市の記憶」のもう一つの要素である「市

民の記憶」については、直接的な保存と継承の仕

組みが用意されていない。我々は、専門家と一般

利用者の枠を取り払った相互の知識交換が行われ、

オープンソース運動に見られるようなボランタリーな

知識提供と対話を行うコミュニティのインフラを実現

することで、「市民の記憶」の蓄積・継承の基盤とし

てのデジタルアーカイブの実現が必要であると考

えている。

我々はこれまで、インターネット上で公開された

知識情報に対する興味・関心によって結びついた

オンラインコミュニティの形成と、参加者（市民）によ

る自発的な知識提供と協調作業によって成長する

様々なアーカイブ構築に取り組んできた。このよう

なアーカイブを我々は「ナレッジブルアーカイブ」と

呼んでいる。ナレッジブルアーカイブ構想において、

アーカイブに関心を持つすべてのユーザが、何ら

かの対話を誘発する発話を行い、対話を通じてお

互いの知識や感性を共有し、さらに新しいコンテン

ツに発展させる過程を記録することで、コミュニティ

の組織記憶（Organizational Memory）として成長し
(18)

ていくアーカイブの実現を目指している。このような

プロセスを具体化するためには、アーカイブの利用

者に対する権限や役割を固定せず、対象となるコ

ンテンツや文脈に応じて自らが最もふさわしいと考

える役割によって、アーカイブ構築に貢献する機会

が与えられるべきである。図2は、このようなナレッジ

ブルアーカイブにおける利用者の関与形態をモデ

ル化したものである。このプラットフォームでは、全

てのアーカイブに興味を持つユーザに対して、ドメ

インプロフェッショナルとして知識を提供し、コンテ

ンツデザイナとしてデータの表現形式の改良に貢

献し、公開されている資産をコンテンツコンシュー

マとして利用する可能性が開かれている。

アーカイブの利用者によるこのような活動のサイ

クルは、G.フィッシャーが提唱するSER（Seeding,

Evolutionary Growth, and Reseeding）モデルによ
(19)

ってより明確に表現できる。利用者は、様々な視点

図１：デジタルアーカイブにおける知識の流れ

図２：ナレッジブルアーカイブのコンセプト
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からアーカイブに対して知識の種となる情報を提供

し（Seeding）、そこから様々な方向に展開される議

論や質疑応答のデータがアーカイブ上に蓄積され

ていく（Evolutionary Growth）。この過程で生成さ

れた多様な情報の中から、新しい議論のきっかけ

や、元のアーカイブには存在しなかった有益な知

識がコミュニティによって選択され（Reseeding）、そ

こから更なる社会的相互作用が展開されて行く。

本研究では、Seeding として提供される「場所の

記憶」を元に、自発的な知識提供と協調作業によ

って「市民の記憶」を記録・発展させていくことがで

きるナレッジブルアーカイブの実現を目指している。

４．都市記憶に関するナレッジブルアーカイブの

基盤

我々はナレッジブルアーカイブのコンセプトに基

づき、画像情報ベースの対話システムGANCHIKU

と、地図情報への応用例であるGANCHIKU-MAP

を開発した。以下に、このシステムの概要を述べる。

４．１ アーキテクチャ

GANCHIKU（およびGANCHIKU-MAP）は、イン

ターネット上で公開された画像アーカイブに対して、

単に参照するだけでなく、利用者が画像上の任意

の場所に新たに情報を追記することができるアノテ

ーションの仕組みを備えている。このシステムの利

用者は、コンテンツデザイナによって決められた対

話ラベルに従った書き込みや対話を行う。このため、

書き込まれた知識情報の再利用が容易になるだけ

でなく、利用者間の対話に一定の秩序を持たせる

ことができる。

図３はGANCHIKUのシステム構成を示している。

GANCHIKUはUNIX（Linux）オペレーティングシス

テム上で構築される。WWWサーバとしてApacheを

用いているが、JavaServlet を走らせるためのコンテ

ナとしてTomcatを用いる。データベースに関しては、

JDBCを通して PostgreSQL と連携している。画像を

登録する際には、ImageMagickを用いて合成を行

っている。また、画像フォーマットについてはJPEG、

GIFに対応しており、Webで使われる一般的な画像

をシステムに取り込むことができる。

GANCHIKUは、講義スライドなどの画像を元にし

たEラーニングシステムの基盤として開発された。従

って、スライドデータのように、順序性という一次元

構造を持った画像をコンテンツとして扱うシステムと

して実装されている。GANCHIKUシステムは現在、

Microsoft PowerPointのスライド画像をコンテンツと

して用いることにより、講師と受講者が共に学ぶと

いう協調学習支援ツールなどの基盤として利用さ

れている。

GANCHIKU-MAPは、GANCHIKUシステムの拡

張版として実現され、二次元空間に対応した複数

画像（地図）の集合体をコンテンツとして扱うシステ

ムとして実装されている（図４）。GANCHIKU-MAP

上では、地図上の任意の場所に視点を移動できる

図３：GANCHIKUシステムのアーキテクチャ

図４：GANCHIKU-MAPのデータ構造
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と同時に、それぞれの地図を拡大した詳細図に視

点を移動していくことができる。さらに、現在のみな

らず、過去のある時点における記憶の蓄積を可能

にするために、地図情報に対する時間軸の移動機

能をサポートしている。このような地図情報のブラウ

ジングと、アノテーションの仕組みを組み合わせる

ことで、GANCHIKU-MAPは、客観的情報としての

「場所の記憶」と、利用者によって書き込まれる「市

民の記憶」を蓄積していくことを可能にしている。

４．２ 場所による組織記憶の構築

図５は、GANCHIKU-MAP上の対話を概念的に

表したものである。GANCHIKU-MAPに組み込ん

だWeb上のデジタルアーカイブでは、すべての利

用者が、場所に関する様々な情報の紹介文や、質

問、回答といったコメントを地図上に書き込むことが

できる。これにより、ある特定の場所や地域に関す

る議論や記憶の蓄積が可能となり、またそこで蓄積

された情報は利用者の間で共有される。さらに、そ

れぞれの利用者間のインタラクションが、地図情報

というコンテンツ上のコミュニティ形成を促すと同時

に、そのコミュニティの組織記憶の協調的構築を通

じた「協調学習」の基盤にも成りうる。

GANCHIKU-MAPは画像の位置情報に対してコ

ミュニケーションを促すコンテンツ指向型のシステ

ムである。利用者はコンテンツに自分が持っている

情報を付加させることにより、共有物としてのコンテ

ンツを成長させることができる。また、ある特定の場

所に対してのコメントが蓄積されることで、他の利用

者からも参照が可能となり、情報が再利用される。

５．「都市の記憶」の事例

～ホノルル日本人街と映画の記憶～

(20)

５．１ 日本人街の成立について

我々は、「都市の記憶」の事例として、ハワイ州ホ

ノルル市にかつて存在した日本人街を取り上げた。

この事例を取り上げた理由としては、現在ホノルル

日本人街に関する記憶を持つ市民は少なくなって

おり、早急な記録とアーカイブ化が必要とされると

判断したからである。まず、日本人街の建物や道

路などの変遷は、２章で定義した「場所の記憶」に

当たるものである。「市民の記憶」は「場所の記憶」

に結びついた大衆文化の歴史であり、その事例と

して我々は、日本映画受容の歴史に焦点を当てる

こととした。以下に、ホノルルの日本人街の形成過

程について簡単にまとめておきたい。

西にチャイナタウン、東にオフィスが建ち並ぶホ

ノルルのダウンタウン地区は、1960年代まで日本人

街として日系人が経営する商店や旅館、劇場が建

ち並んでいた場所である。かつての面影を見ること

は非常に困難だが、それでも時折みかける日本語

の文字が刻まれた建物や看板に、かすかに当時の

面影を感じることができる。

1868（明治元）年に日本から渡航した「元年者」

にはじまる日本からのハワイ移民は1885（明治18）

年の第一回官約移民の渡航から本格化する。彼ら

は飲酒、とばくといった悪習ももたらしたが、一方で

日本人独自の社会基盤を形成することになった。
(21)

1890（明治23）年頃には、プランテーション労働の

契約が満了を迎えた人々が、転職してホノルルや

ハワイ島ヒロ市などの都市部へと移る傾向が強かっ

たという。1900（明治33）年にペスト患者の一家屋を
(22)

図５：GANCHIKU-MAPの概念図
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焼却中に強風にあおられ、日本人が密集していた

マウナケア、リバー、スミス、ベレタニアの諸街を全

焼したペスト予防焼き払い事件は多くの被害をもた
(23)

らしたが、一方で、ホノルルの日本人社会は、市内

各所の日本人町を形成する契機となった。各地方

の青年男女や実業家、医師、旅館、各種の生産業、

サービス業など、さまざまな団体・クラブが組織・創

立され、文化・教養を高め、芸能・スポーツの普及

につとめたという。
(24)

５．２ 「場所の記憶」と日本映画館

『ハワイ日本人移民史』によれば、ハワイで最初

に映画が上映されたのは1898（明治31）年のことで

ある。1904（明治37）年には、日露戦争の活動写真

が上映された記録が残っている。1920年代に入ると、
(25)

ホノルル座、日本館の2館がホノルルで日本映画の

上映を行うようになり、太平洋戦争直前の1941年に

は、ホノルル座、公園劇場、東洋劇場、国際劇場の

4つの映画館が、ダウンタウンで日本映画の上映を

行っていた。なかでも、1938年に完成し、1980年代
(26)

までヌアヌ河畔のカレッジウォークにあった東洋劇

場はホノルルを代表する日本映画館であった。当

時の「布哇報知」が「約十五万ドルの経費と起工依

頼七ヶ月の日数を要して落成したもので、堂々たる

概観は元より、内部もともに名実伴う豪華な映画の

殿堂である。東京の歌舞伎座式の建物にして、（中

略）場内に至れば日本座敷の竹の間もあれば又色

彩鮮やかに描かれた装飾画など眼を驚かし、観客

席の両側は日光東照宮を模して美観を極める」と記
(27)

しているように、東洋劇場は、絢爛豪華な純日本風

の建物であった。

トニー・ヒスによれば、20世紀初頭にニューヨーク

につくられた劇場のような、近代エンターテインメン

ト建築とよばれる劇場建築の特徴は、舞台で演じら

れる芝居の雰囲気を外装、内装の両面において、

絢爛豪華に飾り立てたことであったという。東洋劇
(28)

場は映画館でありながら、単に日本映画を上映す

る空間であるだけではなく、祖国日本の雰囲気を伝

えるものであったといえるだろう。しかし、その東洋

劇場も1980年代には姿を消した。現在のホノルル

にはかつての映画館の姿も、そのにぎわいも見るこ

とはできない。

当時の映画館をはじめとして、これら「場所の記

憶」を呼び起こさせるものには、地図、写真、新聞な

どがあげられる。これらの多くは、現在も残されてい

る。これらが、客観的な情報としての「場所の記憶」

にあたり「都市の記憶」を保存する基盤となる。

５．３ 「市民の記憶」と鑑賞体験

我々は、2002年9月と12月に米国ハワイ州オアフ

島で、日本文化センター（JCCH）とハワイ沖縄セン

ター（HOC）のボランティアを対象に、ホノルルの日

本人街にあった映画館や鑑賞体験に関するインタ

ビューを行った。インタビューでは、1930年代から60

年代にかけての日本映画館に関する思い出話など

を語ってもらった。2回に渡る聞き取り調査から、東

洋劇場、公園劇場などの日本映画館には誰もが足

を運んだことがあり、みなそれぞれに映画鑑賞の記

憶があることがわかった。ホノルルだけではなく、ハ

ワイ各地で育った日系人には同様に映画館や映画

上映に関する記憶が残っていることもわかった（今

回の調査の詳細については本稿では詳しく触れず、

今後稿を改めたい）。

当時の布哇年鑑が「当地日本映画封切館では、

東洋劇場、公園劇場何れも近年は二本立の豪華

プロにてそれだけ布哇に輸入される日本映画は以

前に比し二倍以上の多数に上がっている」と記して
(29)

いるように、ハワイでは、年間200本を越える映画が

上映されていた。日本映画が、ハワイに住む日系

人にとって最大の娯楽だったことがわかるだろう。

「今まで映画館と言えば、ホノルル座という、中国

人の持っている劇場を日本人が借り受けてやって

いるものがあるだけだった。が、今度その上にひと

つ増えたのだ。そして両館で日本映画を上映する

ようになった。その頃まで日本人の人気の中心は

「目玉の松ちゃん」こと尾上松之助主演の忍術もの

だった。ホノルルの日本人の子供らは誰も彼も尾上

松之助を真似て忍術ごっこをする。互いに刀を振り

回して、一方が指で空に字を書いて十字を切ると、

一方はたちまち「あっ」と言って倒れる。彼らはこれ
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を英語でやっている」。
(30)

このような証言は、前節で示した「場所に記憶」か

らは得ることのできない「市民の記憶」にあたる。

５．４ GANCHIKU-MAPを用いた「都市の記憶」の

ナレッジブルアーカイブ化

ここで、ホノルル日本人街の「場所の記憶」と「市

民の記憶」をGANCHIKU-MAPに格納し、「都市の

記憶」のナレッジブルアーカイブ化を行うプロセス

について述べたい。

まず、GANCHIKU-MAPに格納される情報は、

次の3つに分類することができる。第一に、新聞記

事、文献等から得られる「場所の記憶」に関する客

観的情報が挙げられる。これらはあらかじめ情報の

特定・検証がなされている。次に、オーラルヒストリ

ーの語り手などが自分の体験をもとに提供する「場

所の記憶」に関する「客観的情報」が挙げられる。

第一の「客観的情報」とは異なり、これらの情報は、

自らの経験によるもので、特定・検証はなされてい

ない。最後に、オーラルヒストリーの語り手や調査の

被験者が自らの鑑賞体験などを元に提供する、

「市民の記憶」、つまり「主観的情報」が挙げられる。

「主観的情報」は、感想など感覚的な情報であり、

特定・検証を行うことはできない。利用者が、これら

の３つの情報を追加していくことで、「都市の記憶」

に関するアーカイブ構築が可能となる。

我々は、「場所の記憶」に関する「客観的情報」

の提示として、GANCHIKU-MAPを使って映画館

を配した地図を作成した。ホノルルの市街地を詳細

に記録した地図としては、3章でも紹介されている

the Sanborn Mapsがある。1914年から現在に至る
(31)

までのダウンタウン地区の変遷はこの地図により把

握することができた。次に我々は、調査で得たオー

ラルヒストリーを、コメントとしてGANCHIKU-MAPに

格納した。さらに、利用者によるコメントの追加を行

った。これらのコメントには、二番目の「場所の記

憶」に関する「客観的情報」や三番目の「市民の記

憶」を提供する「主観的情報」が格納されている。さ

らにGANCHIKU-MAPは、インターネットを介した

協調的アーカイブ構築の機能を有しているため、

市民からのコメントの追記が可能である。

ここで、GANCHIKU-MAPに組み込まれた地図

画像による、具体的なアノテーションの例を紹介し

たい。図6に示されているのは、アアラ公園北側の

ヌアヌ河畔付近である。1920年代初頭には上の画

像にあるように、St. Louis College（現在のSaint

Louis School）が置かれていたが、1928年にはワイ

アラエアベニューに移転している。以降は、下の画
(32)

像にあるように、日系人の住宅や東洋劇場等の娯

楽施設が建てられるようになった。図6では、東洋

劇場があった場所に、利用者が「紹介」というカテゴ

リでコメントをしている。これに対して、別の利用者

が東洋劇場についてのコメントを新たに加えている。

GANCHIKU-MAPでは利用者間のインタラクショ

ンが、特定の場所に関する組織記憶を蓄積させる

ことができる仕組みになっている。また、コメントの

場所はアイコンによって視覚化されているので、ア

ノテーションが多く書き込まれた場所には多くの人

の記憶があることがわかる。

ケヴィン・リンチは、都市に住む住人に地図を書

かせ、住民の意識の分析を試みた。認知地図と呼
(33)

ばれるこの手法は、認知科学の分野ではよく知ら

れている方法である。失われた空間の地図を提示

することで、彼らの記憶から、かつて、人々の生活

意識の中で重要だった出来事や場所を探し出し、

未来の都市に必要なものを提示するために

GANCHIKU-MAPは大きな役割を果たす。

６．展望と課題

GANCHIKU-MAPが、本稿で定義した「都市の

記憶」を蓄積するシステムの基盤として有効である

ことが明らかにできた。しかしながら、現状ではまだ

多くの課題が残っている。

第一の課題は、現在のGANCHIKU-MAPでは、

都市のパブリックヒストリーを十分にカバーできない

点である。理由は、地図情報を対象にしていること、

さらに真の「都市の記憶」をアーカイブするために

は人口推移や政権の交代などの一般的な情報も

蓄積する必要があるからだ。今後は情報の追加に
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図６：ハワイ州ホノルル市を対象としたナレッジブル・アーカイブの実装例
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よって、システムの拡張を実現したい。第二の課題

は、調査で収集されたオーラルヒストリーのすべて

をGANCHIKU-MAP上に蓄積することが難しい、と

いう点である。今後は動画や音声をアーカイブして

いくことでシステムの拡張を目指したい。また、「市

民の記憶」を蓄積するためには、ホノルルやハワイ

各島に住む日系人の方々の協力が不可欠であり、

本研究に関して、意見の交換、議論ができるような

コミュニティ形成も目指していきたい。第三の課題

は、コンピューターリテラシーや言語の問題である。

日本語学校で教育を受けた多くの2世、3世はすで

に高齢であり、オーラルヒストリーの収集も年を追う

毎に困難になっている。今後は日本語と英語によ

るバイリンガル表示を目指し、日系人各世代に参

加を依頼しての実験なども行っていきたい。

「私たちが未来のためになると考えるものを保護
(34)

し、それを次の世代に伝達して行く上で、都市の遺

跡を、印刷物、フィルム、レコードなどの記録と意識

的に結びつけて利用しようとするのはきわめて妥当

なことのように思われる」と述べたリンチは、都市計
(35)

画者・建築家という立場からこの言葉を残した。し

かしながら、この示唆に富んだ言葉は、都市計画

の分野だけに言えることではないだろう。まさに、

GANCHIKU-MAPにも示唆を与える言葉であり、

GANCHIKU-MAPが、意識的に結びつけて利用で

きる「都市の記憶」のシステムとなる可能性があるこ

とを示しているのではないだろうか。
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先生、明治大学の山内先生、立命館大学文学

部地理学科の河原先生には、本研究の進め方
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